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【京丹波町／地方版総合戦略】パブリックコメント

意 見（一部表現等修正を行っております。） 回 答

戦略人口として具体的な数値目標が示されているが、この数値を達成するた
めの具体的な方策が読み取れない。
2013 年の推計と 2018 年の推計を比較した時、社人研の推計を上回るスピー
ドで人口減が進んでいる。「2013 年時」の 2040 年の推計(9169 人)を上回る
10000 人をどのように達成させるのか。

※回答の前提として、本町では 2015 年に策定した人口ビジョンにおい
て、2040 年の人口の目標１万人の達成に向けて、2020 年の人口の目標
を 13,133 人としています。

〇ご指摘のように、2015 年の国勢調査結果を踏まえた 2018 年の社人研
の推計によれば、2013 年時点の推計と比較して、今後の人口減少が加
速していくことが想定されていますが、同推計における 2020 年の人口
は 13,122 人と、本町が 2020 年に目標として設定している人口と大き
な差はみられない状況です。

〇人口ビジョンの目標は本町の将来を見通して、長期的視点で定めた目
標であることからも、現時点で、人口の目標を変更する必要はないと考
えております。

〇なお、P9 以降に掲載した「政策パッケージの展開」が現時点でご実施
予定の具体的な方策となります。

KPI として数値設定されているが、自然減・社会減の現状でH30 年の現状値
を上回る数値をどのように達成させるのか。
例えば、消防団員の 790 人→850 人

〇自然増減に関しては、基本目標３に掲載しているように、これまで以上
に子育て支援を強化するとともに、基本目標１・2の中で若い女性を中
心とした転出抑制、転入促進に取り組み、出生数の増加をめざします。

〇社会増減についても、基本目標２を中心に、移住・定住促進に取り組み、
社会減の抑制を図ります。

〇具体的にご指摘いただいた、消防団員数については、例えば他市町村で
実施されている女性の消防団員などのように、団員の対象のすそ野を
広げることによる確保も検討し、これにより地域コミュニティにおけ
る防災力強化にもつなげたいと考えます。
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〇また、自然減・社会減の現状においても、第１期の戦略の期間の中で、
町内就業者数や交流人口をはじめ、多くの基本目標やKPI の数値目標
を達成しています。

〇達成が困難な目標設定ではありますが、町民の皆様をはじめ、事業者や
各種団体等の協力を得ながら取り組むことができれば、達成可能な目
標であると考えます。

移住者対策について色々な助成制度なども記されているが、「今住んでいる住
民」がなおざりになっている印象を受ける。
先日空き家バンクを利用し、古民家を購入し改修したが、移住者でないと助成
されないと聞いた。

〇空き家改修等の助成については、「京都府移住の促進のための空家及び
耕作放棄地等活用条例」に基づき、地域の担い手となる移住者を受け入
れることを目的に最大１８０万円助成するもので、京都府と市町村が
１／２ずつ負担しています。

〇なお、本町では「京丹波町住宅改修補助金交付制度」を設けており、住
宅の長寿命化等に係る費用の一部を助成しております。

自分たちの食べ物を自分たちで作りたいと、空き家バンクを利用して京丹波
町に移住した。
農業を始めるための助成金について、半年くらい農業普及センター・役場・
NPOと話したが、理解できなかった。
行政のサポートを手厚くしてほしい。

〇本町では、京都府をはじめ関係機関と連携して、新規就農希望者に対す
る財政支援や助言を行っております。また、生産技術など営農指導等に
ついても、JAや京都府農業改良普及センターなどと連携して取り組ん
でいるところであります。

〇現在も、出来得る限りのサポートを実施しておりますが、御意見を真摯
に受け止め、さらに丁寧に対応してまいりたいと考えます。

空き家バンクに登録を呼びかけるだけでは不十分。空き家の調査・分類し、そ
の結果を一軒ごとに公表するとともに、対応策を検討してほしい。

〇空き家の掘り起こしに向けた基礎調査は、平成28年度に行いましたが、
個人財産であることから、物件毎の公表は難しいと考えます。

KPIとしてインターネット接続サービス利用数を473戸増やすとしているが、
民間の光ファイバー整備を促し、全戸がインターネットを整備するための助

〇京丹波町のインターネット環境を含むＣＡＴⅤのあり方について、審
議会から「民営化へ移行することが妥当である」との答申を踏まえ、Ｃ
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成、低所得や老人世帯への接続料金の援助による負担軽減策を講じ、インター
ネットによる見守り体制を創出するといった内容が良いのではないか。

ＡＴＶの民営化に向けて推進してまいります。
〇インターネットの活用につきましては、時代のニーズを捉えながら、住
民に必要なサービスを検討してまいります。

KPI に公営住宅の長寿命化が上がっているが、町営住宅で長期にわたり未使
用のものもある。
賃貸要件の見直しを行い、借りてもらうための条件整備を行うことを戦略に
打ち出すべき。

〇公営住宅については、年間 6回程度の募集を行い、特定公共賃貸住宅
についても随時の募集をしているところです。

〇今後も引き続き定期的に広報やインターネット等を活用した情報発信
を行い、入居率向上に向けて努力してまいります。

〇また、町民のニーズ等を把握しながら、今後の住宅整備等については研
究してまいります。

KPI に消防団員数を増員するとあるが、むしろ減員を見込まざるを得ないの
ではないか。
消防団員の減員でも大丈夫な方策をどう構築するか打ち出すべき。

〇近年、大規模な自然災害が頻発し、災害に関する危機感や対応に関する
ニーズが高まる中で、地域コミュニティにおける防災・災害対策が非常
に重要であると考えます。

〇そのため、前述のとおり、人口減少社会においても、例えば他市町村で
実施されている女性の消防団員などのように、団員の対象のすそ野を
広げることで、消防団員の確保を図ることも検討し、これにより地域に
おける防災力強化にもつなげたいと考えています。

全体を通して戦略とうたっているが具体策を 1方彿させるものが見出しにく
く、ただ文章を羅列しているだけのように思える。

〇本戦略においては、基本目標やKPI の具体的な数値目標や、その達成
のための事業名までは記載していますが、例えばその事業を「いつ、だ
れが、どのように」というところまで踏み込んだ記載はしていません。

〇こうしたより踏み込んだ内容については、社会情勢や本町を取り巻く
環境の変化への対応も必要であり、毎年度見直しを行う本町の実施計
画で管理しております。
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町職員で町外に住んでいる人にアンケートを行い、その結果で町の課題を検
討して戦略に生かすべき。

〇調査の手法も含めて、検討してまいります。

ピアノ、ドラム、歌、ダンス等の芸術を楽しんでいる子供達の「発表会の機会」
と「場所」を京丹波町内に作ってほしい。

〇京丹波町では毎年秋に「文化祭」を町文化協会と教育委員会が共催で開
催しています。一般の個人や団体も参加できますので、発表の場として
活用いただければと考えます。

〇場所については、中央公民館、山村開発センターみずほ、和知ふれあい
センターに舞台を備えたホールがありますので、活用をご検討くださ
い。

子どもたちが主体となって楽しめるイベントのために、音楽や芸術などの「発
表の機会」や、「場所、(ホールなど)」が京丹波町内にあるといい。

〇京丹波町では毎年秋に「文化祭」を町文化協会と教育委員会とが共催で
開催しています。一般の個人や団体も参加できる仕組みをとっており
ますので、発表の場として活用いただければと考えます。

〇場所については、中央公民館、山村開発センターみずほ、和知ふれあい
センターに舞台を備えたホールがありますので、活用をご検討くださ
い。

京丹波の歴史がよくわかる資料や本がもっとわかりやすい場所にあればい
い。

〇町内には歴史資料を一堂に介して展示する場所がありません。新庁舎
に展示スペースが設けられますが限られたスペースでもあることか
ら、新庁舎の運用方法と併せて既存の施設の活用についても検討して
まいります。

図書室が小規模すぎるので、もっと充実させてほしい。

〇新庁舎の中に、自習や読書ができる交流スペースの設置が計画されて
います。

〇今後、このスペースを活用した図書の振興を図っていくとともに、町民
の皆さんが真に求める図書サービスの規模や内容について調査を進め
たいと考えます。
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小説や専門書など、ポイントを抑えたものが揃った図書館があれば住んでい
てもっと楽しいと思う。
人の集える大きな図書館を作ってほしい。

〇新庁舎の中に、自習や読書ができる交流スペースの設置が計画されて
います。

〇今後、このスペースを活用した図書の振興を図っていくとともに、町民
の皆さんが真に求める図書サービスの規模や内容について調査研究を
進めてまいりたいと考えます。

コミュニティースペースとしての居場所がほしい。
〇新たに建設される役場の中に交流スペースを設けます。地域では、公民
館等の活用の推進が図れればよいと考えます。

町政懇談会『タウンミーティング』はすばらしい企画だと思うが子連れで参加
しにくい、人々が集う場所に町長はじめ議員さんが赴いて民意をきいてくれ
たらもっと沢山の意見が聞けるのではないか。

〇子育て世代のミーティングなど、開催時間帯も含めて検討し、実現した
いと考えております。

はるいろさくらまつりが素晴らしかったが、なぜ開催されなくなったのか。

〇一定の成果は残せたと考えております。令和 2年度からは、新たな趣
向を加えて、新たな参加者が獲得できるよう検討を行っていきたいと
考えております。

京丹波が誇る自然とアート、食などを組み込んだイベントがあれば京丹波町
内外への宣伝にもなるのではないか。

〇「はるいろさくらまつり」では、多くのアーティスの方々に参画いただ
きました。今後は、このつながりを生かして、イベントや町の活性化を
行っていきたいと考えます。

田舎に移住したい人は大勢いるけど、よい物件が少なく古い家でも高い。
〇京都府宅地建物取引業協会及び全日本不動産協会と「空き家バンクの
運営に関する協定」を締結しました。今後は連携を図る中で、物件価格
等について、助言等が行える仕組みづくりを検討したいと考えます。

旧瑞穂役場や、使われなくなった小学校などの施設をどんどん活用していっ
てほしい。

〇施設が遊休化しないよう、有効活用に向けて取り組んで行きたいと考
えます。
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